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2016年1月に開催された県の新人大会に優勝し､ 14年ぶりに関東新人大会に出場しました｡関東新人大会でも第3位
入賞となり､これからもバスケットボール部の歴史を引き継ぎ､塗り替えられるように努力して参ります。

P新会長に大田部功氏就任
す｡ちょうど2016年は申年です｡申年に、

翠密体育会の会長職を務められるチャ

ンスはそう多くはまわってきません｡その

ことに運命を感じながら､お引き受けさ

せていただきました。

さて､高高の教育目標の中には､文武

両道というものがございます｡正確には

｢3F精神(フアイテイングスピリット､フェ

アプレー､フレンドシップ．)の酒養に努

め､文武両道を堅持する｣とあります｡さ

らに､それはただの文武両道ではなく、

翠密プロジェクトには｢高いレベルの文

武両道｣を目指すとあります｡翠密体育

会もこの高高の目標に協力していくの

は当たり前ですし､私はこの目標を読

むたびに､学校が翠繕体育会の背中も

押してくれているように感じ､心強くも

感じます。

では､この目標のために翠密体育会は

何をすべきか｡既に翠密体育会は答え

を持っています｡それは､今までも行って

きた｢現役生への物心両面でのサポー

ト｣です｡これまで偉大な先輩方が､この

サポートを行ってまいりました｡一昨年

の第40回定期総会･創立40周年記念祝

賀会でも､吉野勉群馬県教育委員会教

育長からもそのようなお言葉がありまし

た｡私は今､会長の任を受け継ぎ､その

先輩方や吉野教育長がおっしゃる意味

を強く実感しております｡私は､このサポ

ートを継続･発展させ､次世代へ伝えて

まいります。

そのために､三つのことに取り組みた

いと考えております｡まずは､まだOB会組

織のない部活動に対して､OB会発足の

お手伝いをさせていただきます｡OB会

のない部活動にはどうしても物だけのサ

ポートになりがちです｡しかし､気持ちが

なければ試合のピッチには立てません。

やはり､その部分をサポートできるのは、

その部活のOBが一番適していると考え

ております。

次に､今まで翠繕体育会の行事に参

加したことのない会員の発掘､特に若手

会員への呼びかけを行います｡翠密体

育会に参加していただける方が増えれ

ば増えるほど､物心のサポートがより多く

できます｡今後は翠密体育会に参加した

ことのない方が､参加をしていただける

ようなきっかけ作りに取り組んでまいり

ます。

最後は､何か新しい取り組みにもチャ

レンジしていきたいと考えております｡肝

心なのはその新しい取り組みの中身で

す｡そこで､皆様の協力が必要になって

きます｡一人でも多くの方から､一つでも

多くのご意見をお聞かせ願えないでしょ

うか｡その数が増えれば増えるほど､翠

繍体育会は良い組織になり､現役の皆さ

んを支えられるようになります｡私一人で

は翠密体育会を変えること､良くすること

はできません｡どうか､皆様のお力をお

大田部功
(おおたくいさお）

ラグビー部

85期

《就任のご挨拶》

この度､第5代目翠衝体育会会長を務

めさせていただくこととなりました､85期

‐の大田部功でございます｡現役時代は、
可 ラグビー部に所属し､公式試合中にも大

きな垂れ幕にして掲げられていた｢たか

がラグビー､されどラグビー｣をスローガ

ンに､日夜練習に明け暮れていました。

借越ながら､この場をお借りして､会長就

任の挨拶をさせていただきます。

今回､前会長の高橋浩生先輩よりご

指名いただいたとき､大変名誉なことと

感じたと同時に､この責任重大な役目を

私が務められるのだろうかと不安に思

いました｡高橋前会長をはじめ先輩方が

築き上げてこられた実續､高校の伝統を

前に､これを執筆している今でさえも､濤

曙するところがございます｡高崎高校の

生徒は｢乗附の山猿｣といわれますが､私

と会長職の組み合わせは､まさしく｢猿に

烏'l)冒子｣なのではないかと感じておりま
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て､会長職を後任に託すそのときには、

｢『猿に絵馬｣だったね｣､そう言われるの

が私の目標であります。

最後になりますが､高崎高校の先輩、

同期､後輩といった縦と横の素晴らしい

ネットワークと､私の指名を快く引き受け

てくれた事務局である頼もしい後輩三人

に感謝と期待をしまして､私の挨拶とさ

せていただきます｡皆様これからどうぞ

宜しくお願いいたします。

1897年に創立､そしてその翌年､高高の

源流である群馬県中学校分校に｢撃剣」

と｢ベースボール｣の運動部が設置され

てから来年で120年を迎えます｡その節

目の年を皆様と最高のスクラムで迎えた

いと思います。

おそらく､会長を務めさせていただく

期間は､長いようで短いのではないかと

思います｡そのため､先ほどお約束させて

いただいたようなことを｢猿(ましら)の如

く｣取り組んでいきたいと思います｡そし

貸しいただき､ともに一歩ずつ歩ませて

いただければと思います。

｢組むは緒神と知恵のスクラム」

これは校歌の一節ですが､卒業をすれ

ば私たちの校歌でなくなるわけではな

く､今でも､我々の校歌であることにかわ

りはありません｡現役の皆さんだけでは

なく､我々も精神と知恵のスクラムを組

み､現役生を､高lll奇高校を､そして翠密体

育会を盛り上げていければ幸いです。
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に､数名の候補者に絞られました。

当時､同窓会において私は無名に等

しく､そのため私の会長就任を会員に納

得させるために動いてくださったのが生

方將夫(56期柔道､故人)先輩でした。

｢高橋っていう若造が翠儲体育会の会

長になるそうだが､○○部はそれでいい

のか?｣と電話等で会長候補者や各部の

代表に念を押してくれたことを後日聞き

ました｡実は､生方先輩と私は既知の間

柄で､私の年齢等を考慮して､自ら憎ま

れ役を買って下さったのだと思います。

生方先輩も秋池先輩も辛口ではありま

したが､本当に高高そして翠瀞体育会思

いの方でした。

会長就任の時､岩田武雄(53期バス

ケ)第2代会長に｢もっと様々な範囲に､場

面で､考盧せよ｣と喝を入れられたとき飛

び込んで来てトさったのが庭田登志男

(68期柔道)先輩でした｡今までこの様な

身を挺した守り方をして頂いた経験が無

かったことから､その優しさに唯々涙がこ

ぼれました｡後藤次一(68期陸上)先輩

は､｢おまえは能天気だから､その若さで

会長を引受けるのだ｣と言いながらも､|司

期の庭田先輩と共にバックアップしてくだ

さり､また､あの目力で他者に口出しをさ

せないよう防いで頂きました。

検田茂(55期fll道)先輩からは｢人が

集まれば何かが生まれる｡翠密体育会

はそういう意味で人が集まる核となって

下さい｣と指導して頂きました｡この指導

がソフトボール大会や活性化忘年会や

ゴルフ大会への合唱部招待等を生み出

し､様々な懇親の場に繋がっています。

堤康高(71期卓球)先輩には本当に良く

飲みに連れて行って頂きました｡役員が

仲良く､よく飲み､よく語り合ったのも私の

代の特徴かもしれません。

在任期間中様々な行事を体験しまし

た．まず就任直後に100周年記念事業が、
ありました｡記念事業の懇親会で中締め

をさせて頂きました｡新年同窓会では､閉

会の挨拶の任を受けました｡40代前半で

これらの役を務めたのは私くらいかなと

思います｡スクールバスの老朽化に伴う

買換えの|際には､串田紀之(67期)現同窓

会会長と策を弄し､見事新車を購入でき

たことも良い思い出です｡平成26年には

40周年記念式典を開催しました｡創設当

時の先輩から100期代の若い同窓生､そ

して､高崎市長をはじめとする各界の|司

窓生にもお集まり頂きました。

在任中には､野球部が31年ぶりの甲

子園出場を果たしてくれました｡また､多

雲潅溌嵐聯繊群し、
この寄稿文を書いている中､朗報があ

りました｡平成28年度群馬県高校総合体

育大会で現役諸君が総合優勝を成し遂

げました｡初優勝です｡正に､大田部新会

長の門出に花を添えてくれた様ですbこれ

から時代は変わろうとも創成期からの翠

衝魂を翠瀞体育会は引き継いで行ってく

れると確信出来る栄冠でもあります。

最後になりますが､私が就任時の所信

表明通り｢楽しく､仲良く､強く｣を実行出

来､無事12年間務められたのは､役員、

会員､同窓生､学校関係の皆様のお蔭だ

と思います｡特に､吉井章一(78期山岳）

君が会計で富田和弘(85期応援)君が

事務局で支えて続けてくれたからと感謝

を申し上げ､退任の挨拶と致します。

壬
〕
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閲
第4代翠冨体育会会晨

高橋浩牛〃

《退任のご挨拶》

高崎高校には素晴らしいものが数え

きれないほどあります｡その中で｢他校

に無く､我が校にある誇れるものを2つ

挙げよ｣と言われれば､私は｢翠繍育英

会と翠密体育会である｣と自信を持って

答えます。

第4代会長を退任するに当たり､お世

話になりました皆様にご挨拶をさせて頂

くとともに､鬼籍に入られた先輩を偲びな

がら回想録を認めさせていただきます6

30代の終わりだったでしょうか､秋池

宗一郎(65期水泳､故人)先輩から｢次期

翠密体育会の会長に高橋君の名前も挙

がっている｣という言葉を受け､驚く私に

｢光栄なことだから､心して日々の生活や

同窓会活動を行え｣と重ねて言われまし

た｡私はといえば､たくさんの先輩方がお

られ､まして秋池先輩は会長の最有力候

補だったことから､夢物語のように聞い

ておりました。

その数年後､秋池先輩が急逝され､私

に会長をという話になりました｡山口正

敏(58期卓球)第3代会長と私には20期

の開きがあり､この間に人材の宝庫であ

る我が同窓会には当然会長となるべき

人がたくさんおりました｡当時､会長はす

べての部から順番に出して行くことや年

代を下げて行くという制約から最終的
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｢柔道部時代を振り返り､今思う事」
柔道部OB会会長 」鳥居古二(73期）
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この春に高校教員を定年退職し､自由

の身となりました｡教員生活で最も長かっ

た高崎高校時代には､体育教師として翠

衝体育会にはひとかたならぬお世話に

なりました｡本当に有難うございました。

昨年より翠儲体育会の構成員でもあ

る柔道部OB会の会長をやらせていただ

いております｡これからはOBとして母校

の一層の発展のため尽力して参りたい

と思います｡よろしくお願いいたします。

高校柔道部時代を振り返り､今思う事

を書いてみたいと思います。

●高尚入学前の'IF

柔道昇級審査が吉井町の体育館で

行われたことがありました｡そのとき柔道

二段を目指して昇級審査に参加してい

た数名の高高生が出場していたのをよ

く覚えています｡その高高生の会話が聴

くでもなく耳に入ってきて､田舎の中学

生の私にとって何ともハイカラでスマー

トな感じを受けたものでした｡あんな高

校生になれればいいなとおぼろげなが

ら思ったのが､高高柔道との最初の出会

いでした。

●夏合宿の事

高高に入学して最初の夏合宿がとも

かくきついものでした｡機動隊がきて稽

古を付けてくれ､OBが来て朝トレーニン

グでしごいてくれ､特に朝の洞窟観音ラ

ンニングが､とてもとてもきつく感じまし

た｡階段ダッシュではOBが仁王立ちに、

｢ガンバー､ガンバー､そこまでがんばれ、

そこで終わりだ｣でも永遠と続いていた

ような気がしました｡現役の大学生が黒

の詰め襟姿であらわれ､夜おそくまで大

学生活を語ってくれました｡｢早く大学生

になりたい｣の想いを強くしました。

原先生が転任してこられました｡江原先

生の転任の挨拶は｢僕は足が長いのが自

慢です｣みんな納得しました｡なにしろ身

長が当時190cm程もあったのですから。

文化祭での出し物でマンドリンを披

露してくれました｡マンドリンが小さくて

体に隠れてしまいそうでした｡その音色

は巨体の江原先生が演奏したとは思え

ないほど繊糸l1lでした｡今まで聴いた事の

ない音色に､石関君たち仲間と顔を見

合わせて驚いたものでした。

大学生になって帰省した際､ビヤガー

デンに連れて行ってもらったことがあり

ました｡特大ジョッキーを何杯もお替わ

りする江原先生を怪物だと思いました。

今や私も､いつのまにか怪物になってし

まいました。

●振り返って思う事

現在私は群馬県柔道連盟の理事長

を仰せつかっております｡今､高校当時

を振り返ってみると､当時は夢中になっ

て毎日過ごしており､何が大事なのかよ

くわからずに過ごしていました｡先生と、

先輩と､後輩とただ毎日何かと格闘して

いたなと思います｡私は高校卒業後､大

学に於いても柔道三昧の生活を送り､高

校教員として柔道の指導に38年間携わ

って参りました｡柔道選手終了後は､柔

道連盟の役員として現在に至っており

ますが､高校教師としての選手指導や、

今の柔道連盟活動の原点は高校部活

動の中で植え付けていただいたと思っ

ています｡それは一言でいえば｢先輩か

らおごってもらったら､後輩におごって

やる｣｢先輩に世話になったら､後輩の

世話をする」

時間やお金に換算できないこの営み

がとても大事な事なんだと思います。

●恩師今j|孝造先生の:lIあれこれ

高高に入学するより以前､富岡高校の

旧武道館での昇級審査の折､｢寝技は足

を使う事が大事なんだ｣と体を使って説

|ﾘ]していただきました｡その情景が心に

焼き付いています｡その後､その先生か

ら高高で指導を受けることになるとは思

ってもいませんでした｡その先生の名前

も知らず､高lll荷高校の先生だとも知りま

せんでした｡ただ､その先生の顔と教わ

った内容はよく覚えていました｡その後

の私の柔道人生において幾度となくこ

の｢足をつかうこと｣に助けられる場面が

あり感謝しております。

入学後のある日､｢形｣の練習をするか

ら相手をしなさいといわれたことがあり

ました｡繰り返し難しい投げ技で投げら

れました｡今思うとあれは｢投げの形｣の

練習であったと思います｡先生自身の昇

段のための準備であったのでしょう。

当時インターハイの全国大会はテレ

ビ放映されており､皆で観ていました｡団

体の決勝戦になったとき､なんと我が今

井孝造先生が主審をしているではあり

ませんか｡みんな驚きと興奮でテレビに

釘付けになりました｡それはそれは大事

件でした｡しかし当時､今井先生は全国

高体連柔道専門部の副部長という大役

をされており､驚くに値する事ではなか

ったらしい。

前橋での柔道の試合が終わるといつ

も先生がポケットマネーをだして､｢腹の

足しにしろ｣とキャプテンに渡しました。

そのお金で前橋駅前のレストランに寄

るのが通例でした｡あのカツ丼の味が懐

かしい。

●恩師江脱降起先生の'Ifあれこれ

2年になって､今井先生に替わって江

F両
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損害保険三井住友海上火災保険
生命保険三井住友海上あいおい保険メットライフ生命

アメリカンファミリーアクサ生命
マスミューチュアル生命

|姪己|株式会社トラストAG
新特級代理店代表取締役庭川登志ﾘj(采遮部68期）
〒370-0073高|崎市緑町二丁目14-4M'sビル2F
TEL.027-386-5100 AX.027-386-5101

】んばれ高崎高 道校柔 部力
高ll1奇高校柔道部OB会会長烏居吉二(73期）
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たざるもの､自己顕示欲と協調性のバラ

ンスの中で必死に自己の確立と向き合

っていました。

今思い出されるのは､なんにつけ馬

鹿騒ぎして､ただただ楽しかった日々で

す｡そして､心も身体も自由だった日々で

す｡今またあの頃の自分に近づきたい

と､日々精進しています。

92期横田君には頭が上がらない｡この

まま永久幹事の称号を与えたいくらい

だ｡スキー部OB会長は83期の神保さ

ん､また世界的なフリースタイルスキー

ヤーの72期の角皆さんも毎年OB会に

来てくださっている｡今後も在校生をサ

ポートしつつ､卒業生も楽しめるOB会の

さらなる発展を願ってやまない。

現在､私は航空会社に勤務し､様々な

国や場所に行ってはいるが､いつかは群

馬に住んでスキー三味な生活もしてみた

いものだ｡飲み屋には集まるが､なかなか

雪山に集まらないスキー部OBと共に1笑。

なんにせよ､自分のアイデンティティー

は高高にある､と思う今日この頃である。

鰯鮮

|KIZUNA| 平野俊哉(89期）

楽しいぞ､OB会
IKIZUNA| 佐藤雄-(86期）

大切なことはｽｷｰ部で教わった
高高スキー部は本当に楽しかった。

私は現在44歳､89期の卒業である｡こ

の投稿の依頼を機に自分の群馬愛､高

高愛について考えてみた｡私は群馬が

好きだ｡テレビ番組でも群馬県が出てく

れば嬉しくなり､ましてや高高の活躍を

耳にすると殊更嬉しく思う｡高校を卒業

してすでに四半世紀以上､群馬には住

んではいないのではあるが､不思議な

もので気持ちは今でも群馬にあるので

ある｡自分が一番成長した時期に群馬

にいたからだろうか？

高校時代のスキー部は競技スキー部

であった｡当時のスキーブーム真っ只

中､私の代と一つ上の代の時に部員は

20名以上在籍し､また関東大会に5名出

場したくらいだったから､スキー部は活

気があったし､合宿も大会も楽しかった。

当然､ |司期は今でも仲が良いし､少し恥

ずかしい言い方だが､人生の宝だとも思

っている｡多感な時期を過ごし､語り合っ

た仲間だからOB会などで会えば当時に

戻った様で楽しい時間が過ごせる｡現

在､スキー･スケート部で在校生は部員2

名と少々さみしいが､スキー部のOB会と

して､在校生にスキーのシーズン券を補

助するなど小さな活動を続けている｡と

いうのは建前で､OB会では､旧交を温め

るのを'二l実に楽しく飲んでいるのが現

状なのだが｡OB会では集まるメンバー

の年齢も仕事も様々だが､先輩､後輩と

も仲良くなれる楽しい時間だ｡毎年､幹

事を引き受けてくれている89期沼野君、

2013年スキー･スケート部OB会が発

足し､久しぶりに昔の仲間と定期的に集

まっています｡不思議なもので､ほぼ同時

代に同じ場所で同じ想いを共有してい

るというだけで､先輩後輩もなく青春時

代に戻ることができ､楽しい時間を過ご

しています。

私がスキー部に入った頃は､かなり自

由でゆるやかな部活でしたが､冬の合宿

や大会では､仲間とともに濃密な時間を

過ごし､互いに影響を与え合い成長して

いったことが今思い返されます｡高校2

年の時､県大会をなんとか勝ち抜き､関

東大会に出場できたことは､今でも良い

思い出です｡それも切瑳琢磨したチーム

メイトやサポートにまわってくれた同級

生などのおかげであり､スキーは個人競

技ではありながら､チームとして個と個

の絆の大切さを教わりました。

社会に出て大切なことは､すべて高校

時代のスキー部の仲間の中にありまし

た｡強いもの弱いもの､持っているもの持

阿溌
戸巳

IK'ZUNA 須藤典夫(95M)

悔しかった青春の記憶

私は平成4年4月にスキー部3年生の

先輩に勧誘されスキー部に入部した｡当

時は特に入りたい部活がなかった為何

となく自由そうな雰囲気に惹かれたのが

入部の動機であった｡入部後は他の運

動部とは異なり放課後の練習等は特に

なく自由な環境であり部室内でトランプ

等に興じるのが主な活動であった。

スキー部がメインで活動するのは､ス

キーシーズンである12月から4月頃ま

であり､12月の初合宿に始まり1月のイ

ンターハイ予選､3月新人選､4月の春

季大会が主な活動であり年間の滑走日

数は10日から15日位である｡大会参加

は公欠であったためスキーをして学校

を堂々と休めることからなんとすばらし

い部活だと思ったものだ。

当時の部員はスキー経験者が少なく

初心者から始める者も多かったため大

会での成續は良いものではなく､当時

の最大の目標は完走することであり､完

走したとしてもタイム差が他高の生徒

の倍以上かかることもあった｡その為た

だ大会コースを荒らすだけの邪魔者扱

いされることしばしばであった｡しかし

コース状況が荒れた場合などは完走さ

へ
，

2015年スキー･スケート部OB会総会二次会にて

’|一難"撰雛一

罰｡、銅祗L スキー･スケート部OB(86期）

〒370-0836群馬県高崎市若松町96

TELO27-322-2243/FAX.027-322-8248

http:"www.sato-hospital.gr.jp/

府沼野クリニック
内科・胃腸科・外科

院長沼野藤雅(ｽｷｰ･スケート部89期）

診療時間:AM9:00～12:30 PM3:30～6:30

休診日：木・土曜日午後､日曜･祝日

高崎市柳川町15番地盃027－322－2926

岳内科皮虐科泌尿器科外科c‘,Nにいわい中央クリニック
院長神保裕之(ｽｷｰ.スケート部83期）

診療時間 AM9:00～12:30 PM3:00～6:30

休診日木曜午後･土曜午後．日曜.祝祭日

安中市岩井2465-1aO2Z381-2201電話予約可
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えすれば､関東大会に出場できる機会

もあったが結局私は関東大会には参加

することが出来ずに悔いが残る。

私はその悔しさをバネに今にいたる

までスキーを20年間続けている｡スキ

ー指導員､クラウンブライズの資格を取

得し､基礎スキー技術選手権では北関

東大会まで出場することができた｡私の

長いスキー人生の始まりは全て高高ス

キー部のおかげである。

右写真は夏合宿で水上藤原ダ､ムヘ

行った時のもので､冬以外の部活動で

藤原湖周回マラソンに参加し､歩行困

難になるほどの筋肉痛になったことも

いい思い出である。
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の 第41回定期総会･懇親会
黙邑晒廊實会斗牌同

11月17日
硬式野球部／清水威(85期）

大会優秀者局崎局校

翠箇体育会の第41回定期総会及び

懇親会が､平成27年6月23日(火)高

崎ビューホテルにて開催されました。

例年通り高橋浩生会長の挨拶の後､平

成26年度事業報告､会計報告､監査報

告及び平成27年度事業案予算案が

滞りなく承認されました。

議事の最後に任期満了に伴う役員

の改選があり､新会長に大田部功さん

ラグビー部(85期)が就任し､先輩方

の築いてきた伝統を踏雲し新しいこ

とにもチャレンジして行きたいとの初

心表明がありました。

議事の終了後､報告事項として第

23回同窓会ゴルフコンペ(幹事79

期)と第1 14回高中高高同窓会(幹事

85期)の日程紹介及び参加の呼びか

けが行われ､山口正敏顧問の挨拶で定

期総会は閉会となりました。

引き続き行われた懇親会は､大田部

功新会長佐藤功校長串田紀之同窓

会会長宮岡賢治高崎市長から挨拶を

いただいた後､岩田武雄顧問の乾杯の

発声により和やかに始まりました｡会

の中では､各運動部の顧問の先生より

12月3日
27年4月13日

【●活性化忘年会 ふ‘”」
【b第'回編集会議 ’

28年3月 1日
5月27日

【●高崎高校卒業式 一 ’p関東大会出場の部へ祝金 …_.l
陸上競技部(6種目13名)･山岳部(団体）

ソフトテニス部(団体個人) ･柔道部(団体）

相撲部(柔道部団体）

6月 1日

、昌払

C第2回編集会議 ’

6月9日

【● ; ’驍寳役会

F 【●第'回役員会議

6月23日

【b第41回定期総会懇親会
●第41回懇親会

’【●翠鐙体育第34号発行

7月14日

【●ゴルフ大会役員会議

8月4日

【● ’インターハイ出場の部へ祝金

軟式野球部(北関東大会) ･水泳部(インターハイ）

9月6日

【●第25回ゴﾙﾌ大会 ’
●第35号会報第2回編集会議

１
１

製釧Ij(料・非鉄令l鮒

産業廃棄物収集迎柵･iil- I !t祉lﾘ1 高橋浩生税理士事務所有限会鉦北原タイヤ商会
各種タイヤ販売･卸・修理･各種ホイール販売

代表取締役北原幸一パﾚｰポｰﾙ部OB(86期）

〒370-0043高崎市高関町316－6

B(027)323-5988AX(027)323-5858

上越鋼業株式会社 税雌l高橋浩生パﾚｰポｰﾙ祁(78期）
税雌|白井浩一水泳部(89期）
〒370-0072高崎市大八木町3002番地10
TEL.027-363-6303FAX.027-363-6302

http://www･kaikei-home･com/cpta_hiro-hp/

代釧締役社長波潟憲昭1'1榛鮨儲‘｡B(8, ,,,）
il,lilllil lj l:MMIhill ll.560-10〒370-0871(八|'冊鯆二IL%I､jl地）

IEL(027)343－1325({t) FAx(027)343-9569


